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※比率は四捨五入しており、合計は100%にならない場合があります。

　町の歳入予算は、町税等、地方自治体の権利能力に基づいて自主的に収入される「自主財源」と、国や
県等の意志決定に基づき歳入される「依存財源」に大別できます。
　上記のグラフのとおり、町の財政は自主財源に乏しく、国県等からの交付金や補助金、事業資金調達の
ための借入金等の依存財源の割合が高くなっています。

　3月議会は、3月4日から25日までの22日間開催され、令和3年度一般会計補正予算をはじめ、6
特別会計と１公営企業会計（水道事業）の補正予算を承認し、また、町立ねじめ幼稚園の閉園に伴う条例、ネッ
ピー・みさきちゃん奨学金基金条例、消防団員の定数・任免・給与・服務等に関する条例等の一部改正、財
産の取得、指定管理者の指定なども承認しました。
　令和4年度当初予算に際し町長の施政方針が示され、下記のとおり本年度の歳入歳出予算を可決しました。

【町税の内訳】

依
存

財 源

  自 主

財
源歳入

69億
6,679万円

町税
542,747

7.8％

分担金及び負担金
使用料及び手数料

財産収入など
1,302,043

18.7％

地方消費税交付金、
地方譲与税など
234,902　3.4％

地方交付税
3,378,278

48.5％

国県支出金
951,324
13.7％

町債
557,500

8.0％

税　　　目 令和4年度予算額 令和3年度予算額 比較
町 民 税 165,629 161,218 4,411
固 定 資 産 税 310,298 311,309 △ 1,011
軽 自 動 車 税 30,389 29,648 741
町 た ば こ 税 36,035 39,000 △ 2,965
入 湯 税 396 324 72

町税合計 542,747 541,499 1,248

（単位：千円）

対前年度比　6千1百62万6千円（△0.9％）減

（単位：千円）
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歳出
69億
6,679万円

議会費　92,275　1.3％

民生費
1,686,575
24.2％

総務費
1,204,766
17.3％

衛生費
586,176
8.4％

農林水産業費
498,080
7.1％

商工費
294,831
4.2％

土木費
566,497
8.1％

消防費
269,246
3.9％

教育費
547,781
7.9％

災害復旧費、予備費
24,608
0.4％

公債費
1,195,959
17.2％

※比率は四捨五入しており、合計は100%にならない場合があります。

　令和4年度当初予算の総額は、一般会計と6つの特別会計及び公営企業（水道事業）会計を合わせた
総額が106億２千９百５４万３千円となりました。前年度と比較すると一般会計では６千１百62万６千
円減少したものの、総計では４千８百８８万２千円の増となりました。

　下記のグラフは、町の歳出予算を、目的別に分類比較したグラフです。
　最も多いのは、各種社会保障関係の事業費である「民生費」の比率が最も高く、次いで、総務費、公債費、
衛生費、土木費、教育費、農林水産業費、商工費、消防費、議会費の順になっています。

（単位：千円）

（単位：千円）
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令和4年度
当初予算 一般会計 69億6千　6百79万4千円

会　計　区　分 令和 4 年度 令和 3 年度 比較
一　般　会　計 6,966,794 7,028,420 △ 61,626

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 1,480,276 1,332,190 148,086
診療所事業 140,345 152,520 △ 12,175
介護保険（保険事業勘定）事業 1,345,343 1,361,179 △ 15,836
介護保険（サービス事業勘定）事業 15,201 16,399 △ 1,198
下水道事業 55,250 61,281 △ 6,031
後期高齢者医療事業 153,442 152,337 1,105

小計 3,189,857 3,075,906 113,951
水道事業会計 472,892 476,335 △ 3,443
合　　　計 10,629,543 10,580,661 48,882
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　令和 4 年度の歳出予算を前ページに記載した性質別経費を比率の高い順に示し、それぞれに含ま
れる事業をピックアップして、事業名・事業概要・予算額・担当課等を紹介します。

※赤文字は新規事業・青文字は事業内容の拡充が行われた事業を示します。

※�紹介しました各種事業を受けるには、それぞれ一定要件がありますので、ご活用の際には担当課に
　ご相談ください。

１．民生費	 （24.2％）	 16 億８千６百万
自立支援給付事業 障がい者等が安心して暮らすためのサービス事業に要する、介護

給付・訓練等給付・児童通所給付などがあります。 283,464 

介護福祉課
食の自立支援事業

身体的な衰えや認知症等で食事が作れなくなった方々や疾病によ
り食事管理が必要な高齢者等に、カロリー計算された食事を提供
する事業です。

30,448

子ども子育て支援事業 子育て世代のサポートや保育所による一時預かり、延長保育など
保育体制の確立と子育て負担の緩和を図ります。 63,332

子どもための教育・
保育給付事業

3 歳から 5 歳児の保育料無償化に伴う副食費の助成と 0 歳から 2
歳児の保育料を軽減し、子育て世代の負担軽減を図ります。 250,003

２．総務費	 （17.3％）	 12 億４百万
本庁舎建設事業 本庁舎建設の最終計画となる庁舎周辺外構整備と車庫建設を進め

る事業です。バリアフリー化した快適な外構整備を図ります。 175,688
総務課南大隅町駐車場整備事業 駐車場として整備する駐車場の設計業務委託費です。 5,481

証明書コンビニ交付導入事業 住民票などの各種証明書を役場窓口ではなく、コンビニで交付を
受けられるようシステムの整備を図るための事業です。 2,197

ふるさと納税推進事業 ふるさと納税制度を通じて特産品を提供することで、地場産品の
消費拡大と町の PR を行いつつ、財源確保に努める事業です。 70,500

企画課
オドル野菜プロジェクト事業 歌手の EXILE（エグザイル）のウサ氏による食育を兼ねた事業を通して、

これまでにないターゲットを設定し PR 効果を図ります。 2,500

佐多支所維持管理事業 佐多支所での住民サービス向上と町有施設等の維持管理及び環境
整備に要する経費です。 11,683 佐多支所

地籍調査事業 本年度は佐多地区（浮津・片野坂・尾波瀬・田尻・大中尾）の調
査が実施されます。 78,754 税務課

４．衛生費	 （8.4％）	 ５億８千６百万
新型コロナ対策事業 新型コロナウイルス感染症予防対策のため、迅速かつ適正な予防

接種を実施する事業です。 21,008

町民保健課
健康増進事業＋予防接種事業

町民の健康増進の総合的な増進に関し各種健診や食事指導・運動
指導を実施し、生活習慣病を予防する事業。また、各種予防接種
を推進するための事業です。

44,549

南大隅町ポイ捨て等
禁止条例推進事業

ポイ捨て等禁止条例の制定に伴い、本年度から環境美化指導員の
活動を開始し、環境美化の啓発を図る事業です。 1,600

合併処理浄化槽推進事業 合併処理浄化槽の設置事業費の一部を補助します。 10,817

３．公債費	 （17.2％）	 11 億９千５百万
公債費償還金 地方公共団体が発行した地方債（一般家庭なら銀行借入金）の元

利償還等に要する経費です。 1,195,959 総務課 他

５．土木費	 （8.1％）	 ５億６千６百万
道路維持事業＋道路新設
改良事業

ひとや車両が安心・安全に通行できるよう道路の維持補修や除草作業を・新
設改良を実施するための事業です。本年度は、路面補修や側溝補修など９路線、
道路改良や設計業務が 5 路線、橋梁補修工事が２橋計画されています。

208,025 建設課

林道事業 根占地区 9 路線・佐多地区 4 路線の除草作業や補修工事を実施します。 25,483
海岸・港湾事業 台風等より海岸に堆積した砂除去や港湾の維持管理を行う事業です。 6,055
住み続ける住宅助成事業 子育て世帯や高齢者等が安心して住み続けるための住宅改修費用

の一部を助成する事業です。 10,000

公営横馬場住宅現地建替事業 老朽化した横馬場住宅 5 号棟を建て替える事業です。他に神山小
学校長住宅の建替事業も計画されています。 135,542

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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令和令和 44 年度の性質別経費に見る主な事業年度の性質別経費に見る主な事業

６．教育費	 （7.9％）	 ５億４千７百万
学習支援員事業 特別な支援を必要とする児童生徒に対して、学習支援員を配置し

て学習や学校生活の支援を行う事業です。 34,698

教育振興課

外国語指導助手（ALT）事業 児童生徒の英語発音や国際理解教育の向上をめざし、ALT を派遣
して授業の補助や外国文化の情報提供を行う事業です。 10,500

スクールバス運行委託事業 遠距離通学の児童・生徒の利便性、安全性確保のためスクールバ
スを運行する事業です。 60,774

宮迫武蔵・オノリ教育基金
事業

宮迫氏より遺贈された浄財を奨学金や入学支援金・修学旅行助成
金などに活用し、子育て世代の教育環境支援を図る事業です。 7,940

給食食材支援事業 学校給食の食材として地場産品を購入し、食育・地産地消につな
げる事業です。 17,500

７．農林水産業費	 （7.1％）	 ４億９千８百万
産業基盤環境改善対策事業

農業用施設用地の通路・作業路・排水路等の環境整備を実施する
農業者を支援し、農作業等の軽減を図り農業所得の向上と農作業
環境の快適化を進める事業です。

13,071

経済課

中山間地域等直接支払
交付金事業

中山間地域の農業生産状況の不利を補正し、生産活動を将来に向
けて維持するための活動支援事業です。 31,704

多面的機能支払交付金事業 水路や農道等の地域資源の基礎的保全活動や景観形成活動等の共
同作業、農業施設等の長寿命化の活動を支援する事業です。 26,728

産業振興支援事業
第一次産業の担い手確保対策として、認定農業者等や漁業担い手・
林業担い手等の自立を促し、将来性のある産業育成の担い手を支
援する事業です。

15,800

漁港管理事業 地域再生計画港整備交付金事業により、田尻港臨海道路及び間泊
港物揚げ場の舗装工事を実施する事業です。 10,800

８．商工費	 （4.2％）	 ２億９千４百万
アルベルゴ・ディフーゾ
推進事業

アルベルゴ・ディフーゾとは、町全体をホテルに見立て、空き家
を一つの宿として活用し、空き店舗をリノベーションするなど、将
来的に移住定住につなげる仕組みことです。本年度はその実施の
可能性を調査するための事業費です。

2,270

商工観光課
町内バス事業者活用支援事業 町内バス事業者を活用することを条件に、旅行エージェントが造

成する旅行商品に対して料金の 2 分の 1 を助成する事業です。 2,000
商工業者スタートアップ創業
支援事業

商工業の起業・承継者に 1 年限定の生活基盤支援を実施する事業
です。 3,150

商工業者施設等支援事業 店舗等の改修を支援する事業ですが、本年度は、特産品等を販売
目的とした「自動販売機」を追加支援した事業です。 2,500

キャッシュレス導入支援事業 コロナ感染防止対策として、非接触型でのキャッシュレス決済を
導入する事業費の一部を助成する事業です。 500

10．議会費	 （1.3％）	 ９千２百万
議会運営事業

開かれた議会をめざし、機動的・弾力的な議会運営を進めるため、
通年議会の運営を継続します。本年度はタブレットの購入により
ペーパレスに取り組み，将来的な経費削減に取り組みます。

92,275 議会事務局

11．災害復旧費・予備費	（0.4％）	 ２千４百万
災害復旧事業 自然災害等による道路や各施設の災害復旧事業費です。災害の種類や

規模により、国庫補助金等の補助を受けて実施する事業が主です。 24,608 各　課

９．消防費	 （3.9％）	 ２億６千９百万
B ＆ G 防災拠点事業

災害発生に伴う孤立集落からの救助、生活・救援車両道路の開通
支援などを迅速に行うため、B ＆Ｇ財団の事業を活用し、重機及
び防災機材を配備する事業です。

28,488
総務課

消防関連事業 大隅肝属地区消防組合の運営経費の一部を負担するものです。 215,961

大切な財源！
どのように
使われるの？

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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駐
車
場
整
備
に
伴
う
道
路
拡
張

計
画
は
。

　
　

通
学
路
を
確
保
す
る
た
め
、
駐

車
場
前
か
ら
川
北
公
民
館
付
近

ま
で
の
既
存
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
拡
張
や

歩
道
沿
い
の
ブ
ロ
ッ
ク
積
の
改
修
及
び
防

災
倉
庫
の
設
置
も
併
せ
て
計
画
し
ま
す
。

　
　
手
数
料
と
利
用
見
込
件
数
は
？

　
　

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
を
ど
こ

の
コ
ン
ビ
ニ
で
も
取
得
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
手
数
料
は
住
民
票
に
関
し
て

は
１
件
２
０
０
円
で
、
１
１
７
円
が
コ
ン

ビ
ニ
分
、
３
円
程
が
役
場
に
入
る
仕
組
み

で
、年
間
１
０
０
件
程
度
を
見
込
む
。
他
に
、

印
鑑
証
明
と
税
証
明
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 　

　
就
業
機
会
の
斡
旋
の
他
に
独
自

事
業
が
あ
る
の
か
。

　
　

現
在
、
も
の
づ
く
り
事
業
と
し

て
サ
ツ
マ
イ
モ
を
使
っ
た
プ
リ
ン

や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
商
品
開
発
を
実
施
し

て
お
り
、
収
益
性
を
見
込
ん
で
販
売
に
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
本
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
お
け
る
経

済
効
果
を
ど
う
見
る
の
か
。

　
　

今
回
は
実
行
委
員
会
が
主
体

と
な
り
実
施
し
ま
す
が
、
参
加
者

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
方
々
も
会
場
で
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
地
元
商
工
業
者

等
の
協
力
を
お
願
い
し
、
特
産
品
販
売
な

ど
を
行
い
、
経
済
効
果
を
上
げ
れ
る
よ
う

計
画
し
ま
す
。

　
　
組
織
体
制
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
等
の
参
画
は

考
え
な
い
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
の
構
想
委
員
会
で
の

事
業
内
容
を
踏
ま
え
、
今
後
設
置

す
る
準
備
委
員
会
で
協
議
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
基
本
的
に
は
町
の
主
導
型
で
検
討

し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
準
備

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
の
で
、
最

終
調
整
の
中
で
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
　
事
務
所
的
な
場
所
は
、
ど
こ
を

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

本
庁
舎
経
済
課
内
を
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
全
町
的
な
活
動
を

考
慮
す
る
と
庁
外
に
置
く
こ
と
も
想
定
し

て
い
ま
す
。

　
　

工
事
費
の
上
昇
と
戸
数
減
が
、

今
後
の
水
道
料
金
に
ど
う
影
響
す

る
か
。

　
　

人
口
減
や
施
設
の
老
朽
化
に

伴
う
修
繕
費
等
の
バ
ラ
ン
ス
は
難

し
い
が
、
料
金
改
定
も
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
も
あ
り
、
今
年
度
基
本
計

画
を
作
成
し
事
業
安
定
に
つ
な
げ
る
よ
う

検
討
し
ま
す
。

　
　
教
育
委
員
会
と
し
て
の
情
報
収

集
と
対
応
策
を
聞
く
。

　
　

小
中
学
校
に
お
い
て
も
感
染
者

が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
い

ち
早
い
情
報
収
集
に
努
め
て
お
り
、
周
り

の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
状
態
や
欠
席
状
況

等
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
家
庭
に
も
情
報

を
配
信
し
、
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

更
に
、
感
染
後
の
ケ
ア
等
に
つ
い
て
も
学

校
か
ら
報
告
を
受
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

質問

質問

質問

質問質問

質問

質問

質問 総務課

企画課

経済課

建設課教育
振興課

経済課 商工
観光課

総務課 駐
車
場
整
備
に
つ
い
て

農
業
公
社
設
立
計
画
に
つ
い
て

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導
入

事
業
に
つ
い
て

ブ
ロ
ン
ズ
人
材
セ
ン
タ
ー
の

独
自
事
業
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染

対
応
に
つ
い
て

最
南
端
バ
イ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

事
業
に
つ
い
て

令
和
４
年
度

当
初
当
初
予
算
審
査
特
別
委
員
会
審
議
録

（
一
部
の
紹
介
）
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1 月の議案審議結果

結果

後
藤　
道
子

森
田　
重
義

日
髙　
孝
壽

浪
瀬　
敦
郎

上
之
園
健
三

津
崎　
淳
子

平
瀬　
十
助

大
村　
明
雄

幸
福　
恵
吾

大
坪
満
寿
子

木
佐
貫
徳
和

松
元　
勇
治

予算 令和 3 年度一般会計補正予算（第 9 号）について
（歳入歳出 204,038 千円追加） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

3 月の議案審議結果（令和 4 年 3 月 4 日）

予　
　
　
　
　
　
算

令和 3 年度一般会計補正予算（第 10 号）について
（歳入歳出 366,087 千円減額） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和 3 年度国民保健事業特別会計補正予算（第 3 号）について

（歳入歳出 2,261 千円減額） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和 3 年度診療事業特別会計補正予算（第 4 号）について

（歳入歳出 9,866 千円減額） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和 3 年度介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算

（第 4 号）について（歳入歳出 4,165 千円減額） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和3年度介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計補正予算

（第2号）について（歳入歳出870千円減額） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和 3 年度下水事業特別会計補正予算（第 2 号）について

（歳入歳出 20 千円減額） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和3年度高齢者医療事業特別会計補正予算（第2号）について 

（歳入歳出 3,756 千円減額） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
令和 3 年度水道事業特別会計補正予算（第 3 号）について（歳
入歳出 3,482 千円減額） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

指　
定

歯科診療所の指定管理者について（管理者－金村敏生　期間－ 5 年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
緑茶加工施設の指定管理者について（管理団体－佐多茶業振
興会　期間－ 5 年間） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

取得 財産の取得について（駐車場整備計画に伴う土地取得　10,054㎡） 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

条　
　
　
例

南大隅町立幼稚園設置条例を廃止する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町ネッピー・みさきちゃん奨学金基金条例の一部を改
正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町消防団の定員、任免、給与、服務等に関する条例の
一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

南大隅町手数料条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
3 月の議案審議結果（令和 4 年 3 月 25 日）

予算 令和 3 年度一般会計補正予算（第 11 号）について
（歳入歳出 6,114 千円追加） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

同意 監査委員の選任について 同意可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

条　
　
　
　
例

南大隅町国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
南大隅町パートタイム会計年度任用職員の報酬、期末手当及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

南大隅町職員の育児休業に関する条例の一部を改正する条例制定 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －
発議 ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議 〃 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

陳情 「川内原発 20 年運転延長」に伴う課題の調査・研究と議会で
の議論および住民への情報提供を求める 継続審査 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

私私のの判断判断 （○…賛成、×…反対）

※議長は表決には加わりません。

【条例廃止説明】
◎南大隅町立幼稚園設置条例（平成 17年南大隅町条例第 149号）廃止理由
　本町において近年における人口減少に伴い、入園者数も減少しており、幼稚園教育で必要とされる集団生活を通じての教育が難しい状況
となり令和 4年 4月 1日より「保育所型認定こども園　根占こども園」開設にて、根占幼稚園を廃止するものです。
（参考）	 昭和 48年　4月 1日	 根占町立ねじめ幼稚園として神山小学校教室を保育室として開園
	 昭和 48年 12月	 	 園舎落成移転
	 平成 10年　8月	 	 園舎改築のため神山小学校へ移動
	 平成 11年 3月 13日	 新園舎落成式
	 平成 11年 3月 15日	 新園舎での保育開始
	 令和　4年 3月 23日	 卒園式 ねじめ幼稚園 49年の幕を閉じました。

【条例改正説明】
◎南大隅町ネッピー・みさきちゃん奨学金条例（平成 29年南大隅町条例第 19号）の一部改正
※題名中「南大隅町ネッピー・みさきちゃん奨学金基金」を「宮迫武蔵・オノリ教育基金」と改める。
※�第 1条中　南大隅町の次代を担う子どもたちが、ふるさとへの愛着を持ち、将来南大隅町で活躍する人材となるべく勉学に励むことを支援し、
奨学金を活用した教育環境整備を進め、もって南大隅町への定住を促進することを目的として、宮迫武蔵・オノリ夫婦の遺志により遺贈を
受けた財産を基礎として、教育の振興及び子育て世代の教育環境支援に要する資金に充てるため、「宮迫武蔵・オノリ教育基金」に改める。
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 一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点を資し、所信の表明を求める
もので、議員固有の権能として与えられたものです。
　一人当たり持ち時間は、答弁を含め 60分です。掲載されている内容は、質問者自身が要約し広
報委員が構成したものです。
※�本議場は、登壇席、質問席に新型コロナウイルス感染予防対策としまして、飛沫拡散防止にアク
リル板を設置しております。

質問順 質　　問　　事　　項 質問議員

１ ・ふるさと納税について	 （９ページ）・町道の整備について 木佐貫　徳　和

２ ・今後の地域へき地医療について	 （10 ページ）・高齢者への祝金の現状について 浪　瀬　敦　郎

３ ・道路の安全対策について	 （11ページ）・鳥獣被害対策について 大　坪　満寿子

4 ・肝属郡医師会立病院再整備事業について	 （12 ページ） 津　崎　淳　子

5
・観光漁業への取り組みについて
・水産振興について	 （13ページ）
・肝属郡医師会立病院建て替えについて　

平　瀬　十　助

6
・持続可能な自治会組織について
・観光地整備について	 （14ページ）
・宮迫武蔵・オノリ教育基金事業について

後　藤　道　子

7 ・住宅環境整備について　	 （15ページ） 幸　福　恵　吾

8 ・高齢化率 50.05％を問う	 （16ページ） 森　田　重　義

質 問般一
町政を問う！

３月３月会議会議

監査委員の選任の議決（全員起立で同意可決）監査委員の選任の議決（全員起立で同意可決）
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議員
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

全
国
の
自
治
体
が
返
礼
品
の
競

争
に
加
熱
し
た
。
中
に
は
、
数
百
億
円

あ
っ
た
自
治
体
も
あ
り
、
令
和
元
年
度

か
ら
制
度
が
変
わ
り
、
本
町
も
件
数
で

４
，
５
０
０
件
、
金
額
で
１
億
５
千
万

円
減
少
し
て
い
る
。
主
に
ど
ん
な
も
の

が
減
っ
た
か
。

企画
課長
　

令
和
元
年
度
と
比
較
す
る
と
、

ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
、
ト
ラ
ベ
ル

ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
旅
行
商
品
が
大
幅

に
減
少
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
り
、
又
、

返
礼
品
割
合
を
６
割
か
ら
３
割
に
変
更

し
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

議員
　

返
礼
品
を
３
割
以
内
に
抑
え

て
、
し
か
も
地
場
産
品
に
限
る

と
い
う
こ
と
で
、
だ
い
ぶ
低
く
な
っ
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て

い
く
の
か
。

企画
課長
　

今
後
、
６
千
万
円
か
ら
７
千 

万
円
で
推
移
し
て
い
く
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
地
元
の
観
光
地
を

使
っ
た
ク
ー
ポ
ン
的
な
部
分
も
導
入
し

て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

議員
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く

と
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
３
社
の

外
部
サ
イ
ト
に
接
続
し
寄
附
の
申
し
込

み
を
す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

流
れ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

企画
課長
　

寄
附
の
入
り
口
と
し
て
、「
ふ

る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」「
楽
天
ふ

る
さ
と
納
税
」「
さ
と
ふ
る
」
の
３
社
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
直
接
役
場
に
申
し

込
む
方
法
が
あ
り
ま
す
。「
さ
と
ふ
る
」

は
独
自
で
商
品
発
注
等
の
流
れ
を
構
築

し
て
い
る
が
、
ほ
か
の
２
社
の
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
デ
ー
タ
が

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ 

に
管
理
さ
れ
、
町
内

の
事
業
者
へ
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
商
品
の
発

注
が
な
さ
れ
寄
附
者
へ
返
礼
品
を
発
送

す
る
流
れ
で
あ
り
ま
す
。

議員
　

収
益
事
業
と
し
て
、
観
光
協

会
等
に
委
託
で
き
な
い
か
。

町長
　

新
規
に
サ
イ
ト
の
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
現
在

の
大
手
３
社
と
競
合
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
、
リ
ス
ク
を
負
う
と
考
え
ま
す
。

町長
　

改
良
済
が
１
９
０
１
ｍ
、
未

整
備
延
長
が
７
４
０
ｍ
で
あ
り

ま
す
。

　

本
年
度
、
２
０
０
ｍ
の
改
良
工
事
を

計
画
し
、
残
る
未
整
備
区
間
は
路
面
、

側
溝
等
の
維
持
補
修
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

議員
　

こ
の
馬
込
・
松
山
線
は
国
の

交
付
金
事
業
で
２
車
線
で
実
施

し
て
い
た
け
ど
、
合
併
と
同
時
に
突
然

中
止
に
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
旧
広
域

農
道
の
取
り
付
け
部
分
か
ら
橋
梁
を
含

め
１
６
０
ｍ
が
未
整
備
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
が
、
２
車
線
で
整
備
は
で
き
な

い
か
。

町長
　

私
も
、
河
川
の
部
分
に
つ
い

て
も
前
後
を
降
り
て
確
認
し
ま

し
た
。
夜
間
等
に
走
っ
た
と
き
に
、
急

に
狭
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
橋
の
耐
用

年
数
、
架
け
替
え
、
も
し
く
は
拡
幅
が

可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議員
　

途
中
、
幅
員
が
狭
く
支
障
木

が
あ
る
、
定
期
的
に
伐
採
は
で

き
な
い
か
。

建設
課長
　

当
路
線
は
、
令
和
３
年
11
月

に
も
一
部
伐
採
い
た
し
ま
し
た
。

　

町
内
全
域
、
し
っ
か
り
計
画
を
立
て

る
必
要
が
あ
り
、
建
設
課
内
で
検
討
い

た
し
ま
す
。

問ふる
さ
と
納
税
額
の
推
移
は

木
佐
貫 

徳
和  

議
員

ふるさと納税は貴重な自主財源、いろんなアイデアで増やしていこう…議員のひとり言

答

町長

令
和
３
年
度
は
、
３
，
１
０
０
件
、

７
千
５
０
０
万
程
度

未整備個所

問町
道
馬
込
・
松
山
線

の
改
良
済
み
と
未
改

良
の
延
長
は
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町長
　

診
療
所
は
地
域
住
民
に
、
身

近
な
医
療
機
関
と
し
て
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
現
在
佐
多
地
区
に
は
、
佐
多
診

療
所
、
辺
塚
診
療
所
、
郡
診
療
所
、
大

泊
診
療
所
の
４
診
療
所
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

　

へ
き
地
に
お
け
る
医
療
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
健
康
維
持
と
必

要
な
際
に
、
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る

医
療
機
関
へ
の
搬
送
す
る
体
制
の
整
備

を
目
的
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

議員
　

へ
き
地
医
療
は
地
域
の
方
々

に
対
し
て
重
要
と
思
う
。
特
に

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
身
近
に
対
応
し

て
い
た
だ
け
る
場
所
が
あ
っ
て
安
心
さ

れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
う
。

　

患
者
の
送
迎
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
な
体
制
を
と
っ
て
い
る
の
か
。

支所長
　

送
迎
に
つ
き
ま
し
て
は
、
全

診
療
所
、
通
院
困
難
な
患
者
さ

ん
に
対
し
て
送
迎
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

佐
多
診
療
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日

に
送
迎
の
職
員
が
時
間
を
連
絡
し
、
自

宅
前
ま
で
送
迎
し
て
い
ま
す
。

　

辺
塚
・
郡
・
大
泊
診
療
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
場
所
と
時
間
を
指
定
し
て
送

迎
し
て
い
ま
す
。

議員
　

更
に
充
実
し
た
医
療
が
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

そ
れ
を
要
望
し
ま
す
。

町長
　

今
後
の
人
口
減
少
等
を
鑑
み

ま
す
と
、
民
間
圧
迫
に
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、
現
時
点
で
の

町
立
の
診
療
所
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
す
。

議員
　

根
占
地
区
に
指
定
管
理
み
た

い
な
病
院
を
つ
く
っ
て
、
そ
こ

に
今
い
ら
っ
し
ゃ
る
開
業
医
の
方
々
に

入
っ
て
も
ら
い
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

い
つ
ま
で
も
治
療
が
で
き
る
と
安
心

し
て
行
け
る
場
所
が
欲
し
く
な
る
時
が

来
る
と
思
う
。

町長
　

現
在
の
交
付
対
象
は
80

歳
か
ら
１
０
０
歳
ま
で
の
５

歳
刻
み
と
88
歳
の
米
寿
、
99
歳
の
白

寿
、
１
０
１
歳
以
上
の
全
て
の
方
を
対

象
と
し
て
お
り
、
令
和
２
年
度
の
実

績
は
交
付
人
数
４
８
５
人
、
交
付
額
は

８
百
87
万
６
千
円
、
令
和
３
年
度
実

績
は
交
付
人
数
４
６
４
人
、
交
付
額
は

８
百
55
万
円
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

議員
　

１
０
０
歳
到
達
の
祝
い
金
交

付
の
現
状
は
。

町長
　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
７

名
の
交
付
実
績
で
、
内
訳
と
し

ま
し
て
在
宅
の
方
５
人
、
施
設
の
方
１

人
、
口
座
振
込
の
方
１
人
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議員
　

以
前
１
０
０
歳
の
方
に
関
し

て
は
、
誕
生
日
支
給
日
と
い
う

こ
と
で
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

１
０
０
歳
の
方
に
つ
い
て
は
、
令
和
３

年
度
町
長
が
直
に
お
伺
い
し
た
の
か
。

町長
　

私
が
行
っ
た
辺
塚
地
区
は
３

名
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
全
て
が
お
話
も
で
き
た
方
で
、
祝

い
金
を
お
持
ち
し
ま
す
と
喜
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
っ
て
非
常
に
感
激
さ
れ
ま
し
た
。

議員
　

１
０
０
歳
到
達
の
祝
い
金
を

90
歳
で
10
万
円
給
付
を
検
討
願

え
ん
だ
ろ
う
か
。

町長
　

本
町
に
つ
い
て
は
、
１
０
０

歳
に
到
達
さ
れ
た
そ
の
日
に
今

介
護
福
祉
課
と
私
で
祝
い
金
を
お
持
ち

し
て
、
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

と
い
う
こ
と
で
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

祝
い
金
は
や
は
り
こ
の
１
０
０
歳
に

到
達
さ
れ
ま
し
た
ね
と
、
そ
の
お
祝
い

金
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議員
　

や
は
り
町
民
に
喜
ば
れ
る
施

策
の
ほ
う
に
方
向
転
換
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　診療所（佐多診療所）

問根占地
内
に
診
療
所

設
置
の
考
え
は

問高齢者
へ
の
祝
い
金

の
現
状
は

問診療
所
の
在
り
方
に
つ
い
て

浪
瀬 

敦
郎  

議
員

地元開業医に支援を考えてほしい。議員のひとり言
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議員
　
町
道
に
つ
い
て
は
、
素
早
く
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え

る
が
、
学
校
付
近
で
消
え
か
け
て
い
る
横

断
歩
道
や
白
線
を
多
く
目
に
す
る
。
日
常

で
も
危
険
だ
が
、
雨
の
日
は
特
に
危
な
い
。

児
童
が
安
心
安
全
に
通
学
で
き
る
よ
う
早

急
な
対
応
を
求
め
る
。

　

以
前
、
道
路
の
異
常
や
地
域
の
問
題
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
投
稿
で
き
る
シ
ス
テ
ム

は
考
え
ら
れ
な
い
か
質
問
し
た
が
。

建設
課長
　
シ
ス
テ
ム
は
構
築
済
み
で
す
。

う
ま
く
町
民
の
方
々
に
通
報
い
た

だ
け
る
よ
う
、
も
う
少
し
期
間
を
い
た
だ

き
広
報
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議員
　

道
路
情
報
に
限
ら
ず
地
域
の
話

題
や
問
題
点
、
災
害
、
事
故
な
ど

も
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
は
不
可
欠
と
考

え
る
。
早
期
の
実
現
を
望
み
ま
す
。

議員
　

自
転
車
専
用
線
（
ナ
ビ
ラ
イ
ン
）

の
設
置
を
推
進
す
る
考
え
は
。

町長
　

自
転
車
通
行
の
安
全
性
を
高
め

る
施
策
と
し
て
推
進
し
、
要
望
を

し
て
い
き
ま
す
。

議員
　

南
大
隅
高
校
と
鹿
屋
体
育
大
学

に
自
転
車
部
が
あ
り
、
横
別
府
に

は
自
転
車
競
技
場
が
あ
る
。
ま
さ
し
く
南

大
隅
町
は
自
転
車
の
町
で
す
。
近
く
国
体

も
開
催
さ
れ
、
南
大
隅
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
繋

が
り
ま
す
。是
非
、推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

新
伊
座
敷
ト
ン
ネ
ル
は
照
明
が
暗
く
危

う
く
自
転
車
と
事
故
を
起
こ
し
そ
う
に
な

っ
た
と
の
話
も
聞
く
。
自
転
車
を
旧
国
道

側
（
海
岸
側
）
に
誘
導
す
る
施
策
は
。

町長
　
自
転
車
ナ
ビ
ラ
イ
ン
の
活
用
・
推

進
と
合
わ
せ
て
県
と
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

議員
　

鳥
獣
被
害
に
よ
り
減
産
、
減
収

と
な
っ
た
農
家
に
何
ら
か
の
助
成

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町長
　

被
害
の
様
相
に
相
違
が
あ
り
、

実
際
的
な
被
害
額
を
算
出
し
て
助

成
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

議員
　

猪
や
猿
は
侵
入
防
止
柵
や
電
気

柵
、
箱
ワ
ナ
等
の
補
助
事
業
が
あ
り

大
変
助
か
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
ヒ
ヨ
ド
リ

に
つ
い
て
は
こ
れ
と
い
っ
た
対
策
が
な
く
困

っ
て
お
ら
れ
る
。
カ
ラ
ス
の
鳴
き
声
が
ヒ
ヨ

ド
リ
を
追
い
払
う
効
果
が
あ
る
と
聞
く
。
追

い
払
い
器
械
を
農
家
へ
周
知
、
広
報
誌
等
で

知
ら
せ
る
の
も
良
い
の
で
は
。

　

農
家
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
農
家

の
方
が
、「
ど
ら
、
も
ち
っ
と
気
張
っ
て
み
ろ

か
い
」
と
思
わ
れ
る
施
策
を
期
待
し
ま
す
。

町長
　
委
託
料
の
中
か
ら
、
飼
い
主
に
対

し
て
手
当
て
が
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

議員
　

猟
友
会
も
高
齢
化
に
加
え
、
な

り
手
不
足
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

罠
に
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ

り
獲
物
が
掛
か
っ
た
罠
の
位
置
を
的
確
に

把
握
し
、
猟
友
会
の
見
回
り
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
の
多
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
鳥
獣
被
害
対
策
を
実

施
し
て
い
る
地
区
も
あ
る
。
本
町
は
ど
う
か
。

経済
課長
　

捕
獲
に
係
る
部
分
で
の
取
り
組

み
も
勉
強
し
て
、
進
め
て
い
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議員
　

猟
友
会
の
方
の
負
担
軽
減
に
も

繋
が
り
ま
す
。
是
非
、
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

　

農
業
と
鳥
獣
害
問
題
は
深
く
関
り
が
あ

る
た
め
、
町
長
が
目
指
し
て
お
ら
れ
る
農
業

公
社
に
多
大
な
期
待
を
持
っ
て
い
る
町
民
が

多
い
で
す
。
誰
一
人
取
り
こ
ぼ
す
こ
と
の
な

い
農
業
公
社
を
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

私
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

問猟犬の飼
い
主
へ
の
助
成
は

答
問鳥獣被害
対
策（
ヒ
ヨ
ド
リ
）

大
坪 

満
寿
子  

議
員

鳥獣被害でお困りの方はぜひ役場経済課にご相談ください。議員のひとり言

問道路
の
安
全
対
策

町  長

横
断
歩
道
な
ど
交
通
規
制
を
伴
う
表
示
は

県
へ
、
外
側
線
な
ど
交
通
規
制
を
伴
わ
な

い
表
示
は
、
危
険
性
、
緊
急
性
を
考
慮
し

て
順
次
、
補
修
を
行
っ
て
お
り
ま
す

ナビライン
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議員
　

基
本
構
想
で
は
、
4
階
建
て

で
介
護
老
人
保
健
施
設
を
含
む

２
０
０
床
で
建
設
費
が
約
57
億
4
千
百
万

円
で
し
た
。
基
本
計
画
で
は
、
老
健
施
設

を
含
ま
ず
３
階
建
て
１
３
２
床
で
建
設
費

が
約
58
億
6
千
9
百
万
円
で
す
。
な
ぜ
建

設
費
が
上
が
っ
た
の
か
。

町民
保健
課長　

建
設
費
自
体
は
、
病
床
数
が

少
な
く
な
っ
た
た
め
に
下
が
り
ま

す
。
医
療
機
器
や
運
営
の
効
率
化
の
た
め

に
新
た
に
導
入
す
る
部
分
が
増
え
、
構
想

よ
り
も
1
億
強
増
額
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。議員

　

最
初
の
建
設
時
だ
け
医
療
機

器
の
購
入
を
負
担
す
る
の
か
。

　

又
、
現
在
使
用
中
の
医
療
機
器
や
備
品

は
使
用
し
な
い
の
か
。

町民
保健
課長　

初
期
投
資
の
み
で
現
在
、
使

用
で
き
る
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
移

転
し
て
再
利
用
す
る
考
え
で
す
。

議員
　

次
に
3
病
院
を
比
較
し
ま
し

た
。

　

人
口
が
同
じ
様
な
垂
水
中
央
病
院
で

１
２
６
床
、
新
薩
南
病
院
と
比
べ
る
と
診
療

圏
人
口
数
が
、
約
7
倍
も
あ
る
が
１
５
０
床

で
す
。
30
年
後
の
人
口
減
少
を
見
据
え
て
、

こ
の
肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
の
病
床
数
が
適

切
な
病
床
数
と
考
え
ら
れ
る
か
。

町長
　

今
後
の
人
口
減
少
や
色
々
な

部
分
を
考
え
る
と
そ
の
数
が
妥
当

か
ど
う
か
ま
だ
決
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

議員
　

病
床
数
が
多
い
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
人
件
費
も
増
大
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
他
の
電
気
や
空
調

な
ど
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
並
行
し
て
か

か
り
、
病
床
数
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
思

う
。
こ
の
建
設
費
は
、
庁
舎
と
同
様
建
設

経
過
と
共
に
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。
加

え
て
、
こ
の
社
会
情
勢
が
不
安
な
中
、
資

材
の
高
騰
も
考
え
た
ら
い
っ
た
い
い
く
ら

に
な
る
の
か
想
像
で
き
な
い
。

議員
　

覚
書
の
中
で
、「
病
院
運
営
へ

の
協
力
、
支
援
の
第
9
条
で
錦
江

町
と
南
大
隅
町
は
、
新
病
院
の
運
営
に
重

大
な
支
障
が
生
じ
た
場
合
、
病
院
存
続
の

為
の
支
援
を
行
う
も
の
」
と
書
か
れ
て
あ

る
が
、重
大
な
支
障
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

町民
保健
課長　

病
院
の
運
営
が
厳
し
く
な
る

全
般
を
想
定
し
て
お
り
、
３
者

で
存
続
の
た
め
の
知
恵
を
出
し
合
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

議員
　

私
は
、
経
営
が
赤
字
に
な

っ
た
時
に
補
填
す
る
と
捉
え
た
。

議
会
へ
の
説
明
で
は
、
町
が
赤
字
補
填

を
し
な
い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、（
病

院
の
経
営
母
体
で
あ
る
）
肝
属
郡
医
師

会
は
２
町
が
赤
字
補
填
を
す
る
と
解
し

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
赤
字
補
填
に
対

す
る
食
い
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
に

も
協
定
書
に
記
載
す
べ
き
だ
。
赤
字
補

填
と
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
町
長
の

考
え
は
。

町長
　
医
師
会
立
病
院
は
必
要
で
、
町

民
の
皆
様
が
納
得
で
き
て
将
来
的

に
経
営
が
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
順
調
に

い
く
よ
う
な
施
設
、
規
模
で
な
い
と
い
け

な
い
の
で
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
慎
重
な
議

論
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

議員
　
南
大
隅
町
・
錦
江
町
に
は
、
入

院
施
設
の
病
院
は
医
師
会
立
病
院

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
病
院
で
あ
り

建
替
え
も
賛
成
で
す
が
、
人
口
減
少
し
て

い
く
中
、
庁
舎
等
の
返
済
も
あ
り
、
町
民

へ
の
負
担
が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
経
営
が

安
定
し
た
状
態
で
長
く
運
営
し
て
い
た
だ

き
た
い
の
で
、
削
減
で
き
る
部
分
は
削
減
し

て
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、

・
建
設
費
の
負
担
に
つ
い
て

・
退
院
後
の
現
状
と
受
入
れ
先
に
つ
い

て
介
護
療
養
院
の
必
要
性
を
提
案
し
ま

し
た
。

問津
崎 

淳
子  

議
員

肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
の

再
整
備
事
業
に
つ
い
て

人口減少が続く中、どこまで町が支援していくのか…。議員のひとり言

問病院の
再
整
備
及
び
運
営
等

の
関
す
る
覚
書
に
つ
い
て

肝属郡医師会立病院 垂水中央病院 新薩南病院

診療圏 南大隅町・
錦江町 垂水市 南さつま市・

南九州市
2015年人口 15,465人 15,520人 101,871人
2045年人口 5,693人 6,993人 56,717人
病床数現行 196床 126床 175床
病床数新病院 132床 150床

医師数 常　勤　7人
非常勤25人

常　勤13人
非常勤　8人

常　勤13人
非常勤17人

看護師
常　勤120人
非常勤5.4人
（2015年）

常　勤99人
非常勤13人
　（2016年）

常　勤123人
非常勤10.3人
（2015年）
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町長
　

本
町
は
、
周
囲
を
太
平
洋
、

東
シ
ナ
海
、
錦
江
湾
に
囲
ま
れ
、

長
い
海
岸
線
と
複
雑
な
岩
礁
で
豊
か
な

漁
場
が
形
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
水
産

資
源
を
活
か
し
た
観
光
漁
業
へ
の
取
り

組
み
は
、
地
域
活
性
化
や
漁
業
者
の
所

得
向
上
、
さ
ら
に
は
後
継
者
育
成
に
繋

が
る
と
認
識
し
て
お
り
、
施
政
方
針
で

も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、
漁
業
者

や
関
係
機
関
と
も
連
携
を
深
め
、
交
流

人
口
を
増
や
す
た
め
に
も
観
光
漁
業
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議員
　

令
和
４
年
度
の
施
政
方
針
の

水
産
振
興
、
観
光
漁
業
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
観
光

漁
業
に
よ
る
町
お
こ
し
を
提
案
い
た
し

ま
す
。
こ
の
企
画
を
推
進
し
て
い
く
に

は
、
行
政
主
導
の
も
と
、
町
民
と
の
連

携
、各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、様
々

な
取
り
組
み
を
組
織
的
に
実
行
し
て
い

く
こ
と
が
肝
要
と
思
う
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
す

る
た
め
に
は
、
ま
ず
経
済
課
と
観
光
課

の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠
で
す
。

　

我
が
町
は
89
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
海
岸
線

を
有
し
て
お
り
ま
す
。
観
光
漁
業
の
振

興
を
通
し
て
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘

に
も
繋
げ
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

町長
　

大
隅
地
区
広
域
漁
場
整
備
計

画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
期
５

カ
年
の
計
画
に
お
い
て
本
町
は
３
地
区

の
要
望
が
県
へ
提
出
し
て
あ
り
ま
す
が

今
回
は
全
て
佐
多
地
区
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
ね
じ
め
地
区
の
魚
礁
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
ね
じ
め
漁
協
よ
り
、
要

望
し
て
い
た
だ
き
、
箇
所
、
規
模
等
を

協
議
し
、
国
・
県
の
事
業
の
活
用
に
よ

り
、
必
要
に
応
じ
て
設
置
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

議員
　

令
和
４
年
度
施
政
方
針
の
水

産
振
興
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、

漁
場
整
備
を
進
め
る
と
謳
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

我
が
町
の
水
産
振
興
に
と
っ
て
最
優

先
の
課
題
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

町長
　

漁
礁
に
つ
き
ま
し
て
も
非
常

に
大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
両
漁

協
と
も
に
積
極
的
な
利
活
用
、
補
助
事

業
等
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
こ

と
で
お
り
ま
す
の
で
、
ま
た
漁
協
な
ど

と
も
十
分
に
協
議
し
て
い
き
な
が
ら
事

業
の
導
入
も
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町長
　

肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
南
隅
地
域

に
お
け
る
唯
一
の
入
院
設
備
を
有
す
る

医
療
機
関
で
あ
り
、
ま
た
、
肝
属
保
健

医
療
圏
に
お
け
る
南
隅
地
域
で
医
療
を

提
供
す
る
中
核
病
院
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
地
域
医
療
施
設
と
し

て
建
設
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
今
後

も
、
病
院
の
再
整
備
に
向
け
、
基
本
計

画
策
定
委
員
会
、
並
び
に
南
隅
地
区
の

た
め
の
医
療
介
護
の
姿
検
討
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
ご

意
見
も
お
聞
き
し
な
が
ら
、
病
床
数
や

事
業
費
な
ど
の
熟
論
を
重
ね
、
皆
様
が

納
得
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
建
設
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

議員
　

先
生
方
が
安
心
し
て
医
療
に

専
念
で
き
る
よ
う
病
院
の
よ
り

良
い
経
営
状
態
を
キ
ー
プ
し
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
私
の
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
確
実
に
人
口
が
減
少

し
て
い
く
中
、
私
な
り
に
町
民
の
意
見

に
耳
を
傾
け
つ
つ
思
い
を
巡
ら
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
南
大
隅
町
と

し
て
再
整
備
基
本
計
画
等
を
進
め
る
に

し
ろ
、
将
来
を
展
望
し
つ
つ
課
題
抽
出

を
図
り
な
が
ら
計
画
案
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

町長
　

最
終
的
に
、「
そ
れ
な
ら
良

か
が
」、
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
病
院
建
設
の
計
画
に
な
っ
て
か

ら
ス
タ
ー
ト
を
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

の
で
、
そ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

が
一
番
大
事
な
時
期
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
良
い
病
院
を
作
っ

て
、
将
来
的
に
安
定
経
営
が
で
き
る
病

院
に
繋
が
っ
て
い
く
よ
う
に
検
討
を
重

ね
、
早
い
時
期
に
完
了
で
き
ま
す
よ
う

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問肝属郡
医
師
会
立
病
院

建
替
え
に
つ
い
て

問ね
じ
め
漁
協
管
内
の
人
口

漁
礁
の
設
置
及
び
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て

問施政
方
針
、
水
産
振
興
の
中
で

観
光
漁
業
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

平
瀬 

十
助  

議
員

ひとつひとつを大切に、ひとりひとりを大切に！議員のひとり言
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議員
　

現
在
の
状
況
は
、
和
式
で
、

手
す
り
も
な
く
、
入
口
も
危
険

な
状
態
で
す
。
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

方
は
使
え
な
い
状
況
に
あ
る
。
観
光
客

も
増
え
る
な
か
で
、
あ
の
ト
イ
レ
を
見

て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
帰
る
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
す
る
。
早
急
に
整
備
が
必

要
と
思
う
。
建
替
え
の
考
え
は
な
い
か
。

町長
　

西
原
台
の
ト
イ
レ
は
、
建
設

か
ら
20
年
経
過
し
て
お
り
ま
す
。

当
初
は
林
業
従
事
者
用
の
休
憩
用
ト
イ

町長
　

現
時
点
で
は
自
治
会
の
統
合

を
行
政
主
導
で
進
め
る
の
で
は

な
く
、
地
域
の
自
発
的
な
協
議
に
対
し

て
、
必
要
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議員
　

災
害
時
に
お
い
て
、
自
治
会

組
織
は
、
共
助
の
部
分
を
担
う

大
事
な
組
織
で
す
。
町
民
の
意
見
を
酌

み
取
り
つ
つ
、
良
い
方
向
性
で
も
っ
て

い
く
よ
う
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議員
　

自
治
会
組
織
の
現
状
は
。

町長
　

現
在
町
内
に
は
、
連
絡
員
を

含
む
１
１
７
の
自
治
会
が
あ
り

ま
す
。
内
訳
は
、
根
占
地
区
72
、
佐
多

地
区
45
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
、
戸

数
20
未
満
の
自
治
会
等
は
62
（
根
占

地
区
33
、
佐
多
地
区
29
）
で
52
．
99
％
、

戸
数
30
未
満
の
自
治
会
等
は
21
で
17
．

94
％
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
約
70
％
が
30

世
帯
未
満
の
自
治
組
織
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

議員
　

私
が
頂
い
た
資
料
の
中
で
戸

数
20
未
満
が
53
、
う
ち
戸
数
10

以
下
が
18
、
こ
の
よ
う
な
現
状
の
ま
ま

で
自
治
会
の
事
業
が
可
能
だ
と
考
え
て

い
る
の
か
。

町長
　

現
在
、
１
１
７
の
自
治
会
が

そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
行
事
を
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
９
月
に
承
認
い
た
だ

い
た
、
ス
マ
イ
ル
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

小
規
模
自
治
会
の
活
動
が
し
や
す
い
メ

ニ
ュ
ー
に
変
え
て
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治

会
が
そ
の
内
容
を
理
解
い
た
だ
き
実
績

報
告
等
が
ほ
ぼ
上
が
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

議員
　

南
大
隅
町
ス
マ
イ
ル
支
え
合

い
活
動
事
業
は
令
和
４
年
度
当

初
予
算
１
千
２
百
28
万
５
千
円
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ

れ
る
な
か
で
、
２
、３
人
の
自
治
会
も

あ
り
ま
す
が
、
今
後
、
人
口
減
少
や
高

齢
化
率
50
％
を
超
え
て
い
る
状
況
の
中
、

組
織
の
見
直
し
を
考
え
る
時
期
で
は
な

い
か
と
思
う
が
町
長
の
考
え
は
。

レ
で
し
た
の
で
、
途
中
か
ら
観
光
地
化

し
今
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
い
部
分
等
も

あ
り
ま
す
。

　

観
光
客
の
イ
メ
ー
ジ
を
壊
さ
な
い
た

め
に
も
環
境
整
備
、
建
替
え
も
含
め
て

今
後
考
え
て
い
く
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

商工
観光
課長　

現
地
の
確
認
を
致
し
ま
し
た
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
ト
イ
レ

周
辺
も
だ
い
ぶ
傷
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

自助・共助は、災害発生直後にとても重要!!議員のひとり言

後
藤 

道
子  

議
員

問持続
可
能
な
自
治
会
組
織
と
は

問パノラ
マ
パ
ー
ク
西
原
台
の
ト
イ
レ
建
替
え
の
考
え
は

答

町長

自
助
を
中
心
に
共
助
と
公
助
を

う
ま
く
取
り
入
れ
て
問
題
を
解
決

答

町長

電
源
や
水
源
確
保
の
課
題
を
含
め
、

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
調
査
検
討
の
考
え

パノラマパーク西原台トイレ
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議員
　
定
住
促
進
住
宅
取
得
資
金
補
助

金
の
利
用
実
績
は
。

町長
　
定
住
促
進
住
宅
取
得
資
金
補
助

金
制
度
は
、
定
住
の
促
進
と
地
域

の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
、
自
ら
が
居
住

す
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
制
度
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

補
助
金
の
利
用
実
績
は
、
令
和
２
年
度

実
績
が
件
数
で
18
件
、
補
助
金
総
額
が

１
１
７
３
万
４
千
円
、
令
和
３
年
度
は
、
２

月
末
現
在
で
、
申
請
件
数
11
件
、
補
助
金
総

額
６
３
３
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

議員
　
住
宅
の
新
築
、
中
古
住
宅
の
購

入
、
あ
る
い
は
賃
貸
物
件
と
し
て

貸
し
出
す
た
め
の
住
宅
の
補
修
に
、
年
間
に

10
件
以
上
補
助
金
の
活
用
が
あ
り
、
こ
の
制

度
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
わ
か
る
。
近
隣
の
市
町
村
と
比
較
し
て
も

補
助
金
の
額
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
今
後
、
本
町
へ
の
移
住
定
住
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
に
も
、
も
っ
と
広
く
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

議員
　
こ
の
補
助
金
は
、
役
場
職
員
の

利
用
実
績
は
な
い
の
か
。

企画
課長
　
こ
れ
ま
で
事
前
相
談
は
あ
り
ま

し
た
が
、
申
請
ま
で
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

町長
　
町
職
員
と
し
て
は
町
内
に
定
住

の
義
務
が
あ
り
、
生
涯
年
俸
的
に

も
一
般
の
方
々
よ
り
、
私
個
人
的
に
は
優
遇

さ
れ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま

す
。
職
員
も
そ
れ
ぞ
れ
が
理
解
の
も
と
に
申

請
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
り

ま
す
。

議員
　
町
民
感
情
を
考
慮
し
て
の
判
断

か
も
し
れ
な
い
が
、
ぜ
ひ
職
員
に

も
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
こ
の
補

助
金
制
度
に
は
、
個
人
へ
の
支
援
だ
け
で
は

な
く
、
町
内
業
者
を
使
用
し
た
場
合
の
加
算

も
含
ま
れ
て
お
り
、
商
工
業
者
支
援
の
趣
旨

も
含
ま
れ
て
い
る
。
職
員
は
使
え
る
制
度
は

自
分
で
使
い
、
町
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て

も
、
町
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
。

町長
　
令
和
４
年
度
は
、
公
営
横
馬
場

住
宅
５
号
棟
、
単
身
用
４
戸
、
及

び
６
号
棟
世
帯
用
２
戸
の
建
設
を
計
画
し
、

令
和
５
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南
大

隅
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
公
営
諏
訪
３
号
住
宅
の
建
て
替
え
を
実

施
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
営
住
宅
新
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
移
住
定
住
を
促
進
す
る
た

め
に
も
重
要
で
あ
り
、
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
規
模
、
財
源
等
を
調

査
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議員
　

南
大
隅
町
へ
の
移
住
を
希
望

す
る
方
か
ら
の
相
談
を
受
け
た
が
、

公
営
住
宅
の
入
居
資
格
に
該
当
し
な
い
、

空
き
家
バ
ン
ク
に
希
望
す
る
物
件
が
な
い

な
ど
の
理
由
で
、
住
居
を
紹
介
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
せ
っ
か
く
南
大
隅
町

民
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
方
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
町
民
を
増
や
す

チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す
形
に
な
っ
た
。
定
住

促
進
住
宅
取
得
補
助
金
に
つ
い
て
も
、
大

き
な
資
金
が
必
要
で
あ
り
、
誰
で
も
活
用

で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。

町長
　

制
限
の
な
い
町
営
住
宅
の
良

さ
は
十
分
承
知
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
単
身
用
の
住
宅
、
あ
る
い
は
Ｉ
タ
ー

ン
で
移
住
の
方
々
が
住
む
と
き
の
住
宅
も

確
保
し
て
ほ
し
い
、
あ
る
い
は
東
串
良
町

の
よ
う
な
団
地
は
で
き
な
い
の
か
と
い
っ

た
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
移
住
定
住

促
進
推
進
協
議
会
も
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す

の
で
、
今
後
も
い
ろ
ん
な
御
意
見
を
賜
っ

て
、
移
住
定
住
に
つ
い
て
の
事
業
を
検
討

し
、
重
点
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

みんなの議会　第 61号　一般質問

問町営住
宅
の

新
設
予
定
は
な
い
か

問幸
福 

恵
吾  

議
員

町内のイベント、趣旨を踏まえ、工夫して続けるのか、止める決断をするのか。議員のひとり言

住
宅
環
境
整
備
に
つ
い
て
の

今
後
の
方
針
は

町  長

答

定
住
促
進
住
宅
取
得
資
金
補
助
金
制
度
の
さ

ら
な
る
活
用
と
、「
町
営
住
宅
」整
備
の
検
討
、

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
す
た
め
の
空

き
家
情
報
の
掘
り
起
こ
し
等
を
実
施
し
ま
す

『
東
串
良
町
の

　

定
住
促
進
住
宅
用
地
貸
付
事
業
』

　

町
が
造
成
し
た
住
宅
用
地
を
有
料
で

貸
し
付
け
、
10
年
経
過
後
、
残
期
間
分

の
貸
付
料
を
全
納
す
れ
ば
、
土
地
は
契

約
者
へ
無
償
譲
渡
さ
れ
る
と
い
う
制
度

15 みんなの議会　第 68号　一般質問



町長
　

担
い
手
不
足
に
対
し
て
は
移

住
に
よ
る
担
い
手
補
充
、
産
業

分
野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
・
Ａ
Ｉ
導
入
に
よ

る
省
力
化
を
想
定

　

自
治
会
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
を
想
定
、
地
域
お
の
お
の
の
課

題
を
把
握
し
、
解
決
策
を
立
案
で
き
る

人
材
を
備
え
、
50
．05
％
の
地
域
社
会
に

即
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
展
開
が
で
き
る
よ

う
、
行
政
組
織
の
見
直
し
等
、
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議員
　

担
い
手
対
策
法
は
。

経済
課長
　

農
業
公
社
の
整
備
に
て
、
担

い
手
確
保
対
策
と
し
て
整
備
中

で
す
。

議員
　

移
住
定
住
者
の
目
標
数
は
。

企画
課長
　

移
住
件
数
は
窓
口
で
年
間
５

件
と
目
標
。
令
和
３
年
度
実
績

は
、
８
世
帯
11
人
の
移
住
関
係
の
補
助

金
を
活
用
し
た
転
入
者
を
確
認
し
て
お

り
ま
す
。

議員
　

定
住
者
促
進
と
担
い
手
不
足

対
策
は
、
関
連
す
る
施
策
と
十

分
に
承
知
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

移
住
件
数
の
目
標
数
値
が
少
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
設
定
を
増
や
す
考
え
は
な

い
の
か
。

　

ま
た
、
日
本
政
府
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
難

民
受
け
入
れ
を
表
明
さ
れ
た
今
、
本
町

が
難
民
受
け
入
れ
検
討
立
案
す
る
こ
と

が
、「
他
市
町
村
の
先
駆
け
」
取
り
組
み

と
思
う
が
、
考
え
は
な
い
か
。

町長
　

外
国
人
派
遣
労
働
者
問
題
・

言
葉
の
壁
、
制
度
の
手
続
き
等
、

我
が
町
だ
け
の
話
で
な
く
、
国
策
と
し

て
認
識
は
し
て
お
り
ま
す
。

議員
　

行
政
組
織
の
見
直
し
を
考
え

て
い
る
と
の
事
だ
が
、
今
後
５

年
・
10
年
後
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
業
務
は

多
岐
に
渡
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
過
疎

高
齢
化
の
先
進
地
課
題
を
見
据
え
「
新

た
な
課
の
新
設
・
対
策
室
増
設
・
正
職

員
の
増
員
採
用
・
再
任
職
員
に
よ
る
若

年
職
員
の
教
育
・
ブ
ロ
ン
ズ
人
材
セ
ン

タ
ー
の
活
用
」
等
お
考
え
は
な
い
の
か
。

町長
　

高
齢
化
率
に
対
す
る
支
援
・

女
性
活
躍
の
推
進
と
、
臨
機
応

変
に
対
応
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議員
　

高
齢
化
率
が
進
む
中
で
、
問

題
に
な
っ
て
く
る
課
題
は
「
財

政
難
」「
人
材
不
足
」「
人
材
育
成
」
が

挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
。
今
現
在
で
も
、

各
団
体
組
織
の
人
員
減
少
、
後
継
者
不

足
が
起
き
て
い
る
。
早
急
な
施
策
を
望

み
ま
す
。

政
策
推
進
情
報
収
集

※�

国
県
施
策
の
情
報
収
集
し
施
策
立
案

危
機
管
理
情
報
分
析

※
防
災
情
勢
危
機
対
応
計
画
、
施
策
改

善
分

過
疎
対
策

※
各
地
区
に
沿
っ
た
施
策
立
案
・
地
域

協
力
隊
の
定
住
継
承

　

鹿
児
島
大
学
の
嶽
崎
俊
郎
教
授

（
国
際
離
島
医
療
学
）
は
高
齢
化

率
50
％
超
に
つ
い
て
「
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
成
り
立
た
な
く
な

る
恐
れ
が
あ
る
」
と
危
機
感
を
強

め
る
。「
支
え
手
の
負
担
が
大
き
く

な
り
、
お
年
寄
り
を
さ
さ
え
き
れ

な
く
な
る
と
、
介
護
を
必
要
と
す

る
人
が
住
め
な
く
な
る
」
と
悪
循

環
を
懸
念
。
介
護
や
福
祉
分
野
で

町
外
か
ら
支
援
も
必
要
と
訴
え
た
。

南
日
本
新
聞
記
事
よ
り

未来を予測する最良の方法は、未来を創ること議員のひとり言

森
田 

重
義  

議
員

問高齢
化
率
50
．05
％
を
問
う

今
後
設
立
す
る
農
業
公
社
で
地
域
農
業
の
維
持
継
続

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

町長

答

過
疎
高
齢
化
の
先
進
地
と
し
て
、

全
国
の
自
治
体
が
直
面
す
る
課
題
を

本
町
は
先
駆
け
て
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん

問行政組
織
見
直
し
を

問
う

問先駆け
て
の

解
決
策
を
問
う

提
言
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新
人
議
員
も
増
え
、
改
め
て
社
会
福
祉

協
議
会
の
在
り
方
、
概
要
、
事
業
説
明
を

受
け
ま
し
た
。町
内
の
福
祉
の
要
と
な
り
、

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
ま
で
あ
ら
ゆ
る
地
域
福
祉
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
事
業
を
さ
れ
て
い
る

中
、
訪
問
介
護
事
業
に
つ
い
て
実
情
と
課

題
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

・�

令
和
３
年
２
月
９
日
に
調
査
を
行
っ
た

時
も
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま

し
た
が
現
状
は
、
同
じ
で
あ
る
。

・�

町
内
の
訪
問
介
護
事
業
の
状
況
は
３
ヶ

所
の
事
業
所
が
行
い
、利
用
状
況
が
年
々

減
少
し
月
に
約
１
２
０
人
し
か
利
用
さ

れ
て
い
な
い
。

・�

訪
問
介
護
事
業
に
お
け
る
単
価
設
定
が

安
く
、
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢
化
や
人
材
不

足
、
経
営
面
に
影
響
し
て
い
る
。

・�

社
会
福
祉
協
議
会
の
提
案
と
し
て
、
各

事
業
所
を
統
合
し
て
セ
ン
タ
ー
と
し
て

機
能
す
れ
ば
運
営
・
維
持
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　
以
上
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
委
員
会

の
意
見
と
し
て
下
記
の
と
お
り
に
ま
と
め

ま
し
た
。

　
訪
問
介
護
事
業
は
、
在
宅
で
介
護
を
受

け
る
人
に
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
訪
問
介
護
事
業
所
を
統
合

す
る
案
を
、
行
政
が
間
に
入
り
、
各
事
業

所
の
考
え
を
聞
き
、
取
り
ま
と
め
て
良
い

方
向
に
な
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　
そ
の
他
に
、
緊
急
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構

築
、
金
婚
式
が
行
え
な
か
っ
た
寡
夫
・
寡

婦
に
対
し
て
励
ま
す
、
偲
ぶ
会
が
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

所 管 事 務 調 査 報 告

総
務
民
生
常
任
委
員
会

社
会
福
祉
協
議
会
の
概
要
等
調
査

令
和
４
年
１
月
20
日
（
木
）
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社会福祉協議会の概要等調査

〔
発
行
責
任
者
〕

　
　

議　
　

長　

松
元　

勇
治

〔
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
〕

　
　

委  

員  

長　

幸
福　

恵
吾

　
　

副
委
員
長　

後
藤　

道
子

　
　

委　
　

員　

森
田　

重
義

　
　

委　
　

員　

上
之
園
健
三

　
　

委　
　

員　

平
瀬　

十
助

　
　

委　
　

員　

大
坪
満
寿
子

　
６
月
会
議
は
、
15
日
、
16
日
、
22

日
本
庁
議
事
堂
で
開
催
予
定
で
す
。

　
「
み
ん
な
の
議
会
」
で
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
議
会
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

詳
し
日
程
等
は
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
知
ら
せ
】

編
集
後
記

　

我
が
町
の
雄
大
な
自
然
は
、

西
郷
さ
ん
の
山
水
放
浪
の
癖へ

き

を

満
足
さ
せ
る
最
適
の
地
で
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
翁お

き
な

の
愛
し
た
こ

の
地
を
誇
り
と
し
、
末
永
く

美
し
く
守
り
続
け
た
い
も
の
で

す
。

　

さ
て
、
春
の
風
物
詩
と
も
言

え
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
見
に

行
き
ま
し
た
。
休
憩
時
、
手
の

ひ
ら
に
乗
せ
ら
れ
た
手
づ
く
り

漬
け
物
を
ほ
お
ば
り
な
が
ら
、

し
ば
し
談
笑
。「
も
う
少
し
若

い
加
勢
人
は
い
な
い
の
」
と
問

う
。「
動
け
る
者
が
若
い
者
」と
、

に
っ
こ
り
。

　

一
方
、
海
も
賑
わ
い
ま
す
。

入
り
鯛
に
始
ま
り
、
様
々
な
種

類
の
魚
が
産
卵
の
た
め
に
錦
江

湾
に
入
っ
て
き
ま
す
。
ち
な
み

に
西
郷
さ
ん
の
当
地
で
の
好
物

は
、
ウ
ル
メ
イ
ワ
シ
の
刺
身
と

ミ
カ
ン
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

南
大
隅
の
魅
力
的
な
自
然
や

人
の
営
み
を
、
も
っ
と
も
っ
と

情
報
発
信
し
た
い
も
の
で
す
。

平
瀬　

十
助

　

南
大
隅
町
議
会　

広
報
広
聴
常
任
委
員

会
で
は
、
議
会
広
報
誌
の
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

年
４
回
発
行
さ
れ
る
「
み
ん
な
の
議
会
」

に
対
し
て
、
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
感
想
を

い
た
だ
き
、
今
後
の
議
会
広
報
活
動
に
活

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】　
南
大
隅
町
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
０
９
９
４
‐
24
‐
３
１
４
１
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